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 The verb iku/kuru and auxiliary verb te iku/te kuru expresses movement, has a high frequency of use 
as expression from the speaker's point of view, and is an important expression in the Japanese language. 
However, Japanese learners at the intermediate level seem to be confused about the direction or the 
meaning of the verbs and often make errors. To understand why this occurs, in this study, we have 
administered a questionnaire survey to native Japanese speakers and also to Japanese language learners. 
The survey inquired as to how they used verbs in the te iku/kuru form. We then performed a comparative 
analysis to investigate the results. 
 Our target sample was 15 Japanese language learners in an intermediate level class. Some of the 
learners were interviewed about their understanding of the verbs and personal thoughts about how they 
improved their usage. There were some errors, but overall the understanding of the verb iku/kuru and te 
iku/te kuru improved. This confirmed that the classes proved to be effective for intermediate level Japanese 
language learners.  
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す表現でもある。日本語のイク・クルに当たる移動動詞は、英語の「to go/ to come」、ロシア語の「идти 









































                                                        
2 イク・クルの項目に対する学習者の意識については本研究の 4 節で詳細を述べる。 
3 http://verbhandbook.ninjal.ac.jp/headwords/te-iku/、http://verbhandbook.ninjal.ac.jp/headwords/te-kuru/ を参照
のこと。（2016 年 2 月 2 日最終アクセス） 
許 明子･小川 恭平 「中級日本語学習者の移動動詞「いく」「くる」の習得について」 





図 1 「いく」の多義ネットワーク 
 
 

















                                                        
4 http://verbhandbook.ninjal.ac.jp/headwords/iku/、http://verbhandbook.ninjal.ac.jp/headwords/kuru/ を参照のこ
と。（2016 年 2 月 2 日最終アクセス） 
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＜テクル＞ 
① 話者への移動 1（人・動物・ものが話者のいる（または注目する）方向・場所に向かって移動する。） 
② 話者への移動 2（人・動物・ものがある動作・状態を維持しながら、話者のいる（または注目する）
方向・場所に向かって移動する。） 




















行く   起点：発話者  ●         着点 

















おり、日本語学習者の習得順序について KY コーパスの分析を行っている。 
その結果、本動詞の場合、全体的な使用数はクルよりイクが多く、初級学習者はクルよりイクの習
得が早いが、イクの過剰使用の傾向が見られたと述べている。一方、補助動詞の場合は本動詞と違っ
                                                        
5 日本語の授受動詞も視点を表す表現であるが、アゲル系（やる、あげる、さしあげる）はイクと同じく
遠心的であり、クレル系（くれる、くださる）はクルと同じく求心的であると述べている。 
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6 寺村コーパス（http://teramuradb.ninjal.ac.jp/）には以下の脱落の例がある。（2016 年 2 月 2 日最終アクセ
ス）「以後、父は商もやった。そうすると家庭の経済がだんだん好転した。」（香港） 
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下、NNS）15 名と日本語を母語とする大学院生（以下、NS）22 名 10   
・方法：2 回の穴埋め式のアンケート（資料 1 を参照）および NNS の一部にインタビュー調査を実
施。1 回目と異なる傾向の結果が表れた NNS の 6 名を対象に、2 回目のアンケートの後に
1 人ずつ 30 分程度のインタビュー調査を実施 
                                                        
9 NNS は学習時間 500 時間程度の中級前期レベルである。多国籍のクラスであり、授業は直接法で行って
いる。 
10 NNS の 1 回目の調査では 19 名、2 回目では 17 名から回答が得られたが、2 回とも回答が得られた 15 名
を分析対象とする。NNS の国籍は、ギニア（1 名）、キルギス（3 名）、カザフスタン（1 名）、マレーシ
ア（1 名）、ベネズエラ（1 名）、中国（5 名）、台湾（1 名）、ドイツ（1 名）、ブラジル（1 名）である。
NS は 22 名から協力が得られたが、専門分野は文系、理系が混在しており、特定の分野に偏らないよう
にした。 
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1 回目のアンケートはウェブ上の教育支援システム manaba で実施（資料 2）。11 2 回目は
全員紙媒体で実施。NS にはインタビューは行わず、紙媒体でアンケート調査を 1 回のみ
実施 
・期間：1 回目の調査は NNS、NS ともに 2015 年 6 月 3 日～17 日に実施 
2 回目の調査は NNS のみ 7 月 28 日に実施 
NNS の 6 名を対象に 7 月 29 日に 1 人ずつ 30 分程度インタビュー調査を実施 
・内容：アンケートは全 10 問、総得点 11 点満点である。（資料 1） 
問題の構成は学習者に誤用が起こりやすい意味、用法の中で、4 つの意味に焦点を絞って








 本動詞の移動表現に関する問 1～問 4 の 1 回目と 2 回目の結果を表 1 に示す。イク・クルの方向性
が正しいものは  で記した。12 
 
表 1 NNS の調査結果（本動詞） 
  
  
問 1（行く） 問 2（行く、行きます） 問 3（行く） 問 4（行けない） 
1 回目 2 回目 1 回目 2 回目 1 回目 2 回目 1 回目 2 回目 
NNS1 いく くる いく いく いく いく いけない こない 
NNS2 いく くる いく いく 
いってく
る 
おわる くる いく 
NNS3 行く 行く いく くる いく 行く いかない 行かない 
NNS4 行く 来て 行く 行く 行く 行く 行けない 行かない 
NNS5 行く いく 行く 行く 戻る いく 行かない 
来られな
い 
NNS6 行きます 行きます くる くる 行く 行く 行けない 
しゅっせ
きする 
NNS7 行く 行く 行く 行く 行く 行く 通えない 行けない 
NNS8 行く 行く 行く 行く 行く 行く 来られない こない 
NNS9 行く 行く 来る 行く 行く 来る 来られない 行かない 
NNS10 行って 行く 行く 行く 見にいく 見て行く 行けない 欠席する 
                                                        
11 中級文法クラスでは manaba を用いて教室学習以外の学習支援を行っている。授業以外でも学習する文
法項目の予習及び復習ができるように、選択式や自由作文式の問題を提供し、支援を行っている。今回
の調査は中級文法コース用に開設した manaba 上で公開し、実施した他、紙媒体のアンケートも並行した。
調査協力に関する同意書は manaba 上及び紙面の両方で行っている。 
12   で記した回答例には活用や接続に誤りのあるものも含まれているが、ここではイク・クルの方向性
のみを判断基準とした。 
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行く いく 行く 確認する 行く 行かない 行かない 
NNS12 行って 行く 行く 行く 見にいく 行く 行かない 行かない 
NNS13 行くよ 来る 行く 行く 行く 行く 行けない 行けない 
NNS14 行く 行く 行く 行く 行く 行く 行かない 行けない 
NNS15 行く くる 行く 行く かえる 見て こられない 行かない 
 
全体的な結果を見ると、例えば問 1 のように、1 回目ではイクと正しく回答していた学習者が、2
回目ではクルと回答している例が散見された。本動詞の使用は短期間では改善されにくい母語の影響
や、学習による方向性の混同などの原因があるのではないかと思われる。 




た回答は 1 例もなかった。しかし 2 回目になると、クルが 5 例見られ、その回答者はすべて 1 回目で
はイクと回答しており、方向性の混同が見られた。 
問 2 では、側にいる家族が話し手から離れる移動のため「行く」が正解となるのに対し、1 回目の
調査では方向を混同したクルを用いた回答が 2 例見られたが、それ以外はイクを用いた回答であった。
2 回目もクルの回答は 2 例であったが、そのうち 1 例は 1 回目ではイクと正しく回答できており、こ
こでも本動詞の混同がうかがえた。 
問 3 では、話し手が発話時の地点から離れるため「行く」が正解となる。1 回目の調査では「置い
て」「かえる」「確認する」など前後の文脈に合わない回答が見られた他、「いってくる」と方向が不自
然な回答も見られた。2 回目ではやはり 1 回目のイクがクルになっている回答が 1 例見られた。その
一方で、1 回目で「戻る」「確認する」となっていた回答が、2 回目ではイクとなった例も見られた。 
 問 4 では、話し手が発話時の地点から離れる移動であり、なおかつ文脈からその移動ができないこ
とを表すため「行けない」が正解となる。1 回目ではこれを「来られない」とする回答が 3 例あった。





 補助動詞テイク・テクルに関する問題の 1 回目と 2 回目の結果を表で示す。動作を行う方向を表す
補助動詞（問 5～問 7）の結果を表 2、対象の移動（問 8、問 9）と時間的な状態の変化（問 10-1、問
10-2）の結果を表 3 にまとめた。1 回目では補助動詞の脱落が多く見られたのに対し、2 回目では脱落
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表 2 NNS の調査結果（補助動詞） 
  
問 5（買ってくる） 問 6（呼んできましょう） 問 7（持っていく、作っていく） 




ってくる よびます よんできますよ つくる つくる 
NNS 
2 たべる たべる よびましょう   つくっていく たべる 
NNS 
3 かってくる かってくる よんでいいです よんできますよ つくる つくり 
NNS 
















て来る 行ってくる 呼びに行きます 呼びに行く する 作りに行く 
NNS 
8 買う 買ってくる 呼びます 
呼んできましょ
う 作る 作っていく 
NNS 
9 買う 買ってくる 呼みます 呼びます 作る 作る 
NNS 










12 買ってくる 買って来る 
呼んできましょ
う 








行きましょう 作る つくる 
NNS 

















方向的な「買いに行く」のようなものが多数見られた。2 回目になると、テクルを用いた回答が 5 例
から 8 例へと増え、そのうち 4 例が 1 回目ではテクルの脱落していたものであった。 
 問 6 では、話し手が鈴木さんを呼んだ後に発話時の地点に戻ってくるため、問 5 と同様にテクルが
必要であり、また申し出の表現であるため「呼んできましょう」が正解となる。1 回目の回答にはテ
クルが脱落した「呼びます」や、一方向的な「呼びにいきます」などが見られ、テクルを用いた回答
は 2 例のみであった。しかし 2 回目になると、テクルを用いた回答は 10 例まで増えた。活用の誤りや
申し出の「ましょうか」の形にはなっていない回答例も見られるものの、1 回目に比べてテクルが意
識されるようになっているように見える。 
 問 7 では、料理を用意してその地点からパーティー会場へと離れる移動であるため「持っていく」
「作っていく」などが正解となる。1 回目の回答ではテイクの脱落した「作る」が大半を占めた他、
方向を混同したと思われる「作ってくる」も 1 例見られた。2 回目の回答ではテイクを用いたものが 2
例から 3 例へと増えたが、テイクの脱落した「作る」が依然として 7 例見られ、またテクルを用いた
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表 3 NNS の調査結果（対象の移動、時間的な状態の変化） 
  問 8(送ってきた) 問 9(かけてきて、してき
て) 
問 10-1(なってきた、なってき
ている) 問 10-2(なっていく) 








ました なった なった なる なる 
NNS 


















た 持って来た して 
かけて来







5 送られた 送ってきた された 
かけて来




























9 送っ 作った して 
かけてき


















なる なる なる なる 
NNS 









































 問 8 では、母国にいる母親のもとから日本にいる話し手のもとへとお菓子が移動するため「送って
きた」を正解とした 14。1 回目の回答には「おくった」など求心的方向を表すテクルが脱落している
ものの他、「もらった」「かった」など文脈に合わないものが見られ、テクルを用いた回答は 1 例もな
かった。2 回目の回答にはテクルを使用したものが 2 例出たが、一方で補助動詞の脱落した「作った」
「送った」などが依然として 7 例あった。 
 問 9 では、母が話し手へ電話したという文脈であるため、テクルを用いた「かけてきて」「してきて」
が正解となる。1 回目の回答には「かけて」「して」のようにテクルの脱落が多く見られ、その他は活
用の誤りであった。2 回目の回答では「テクル」の使用が 1 例から 11 例へと増え、学習者の中でテク
ルの使用が強く意識化された可能性が示唆された。 




テクルの使用に注目すると、10-1 では 1 回目にテクルを用いたのが 4 例、10-2 ではテイクを用いたの
                                                        
14 問 8、9 は求心的な方向を表すテクレルを用いた「送ってくれた」「かけてくれた」などの回答も 
 誤りとは言えないが、ここではテクルの使用に着目して言及する。 
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が 3 例であった。2 回目の調査では、10-1 でテクルの使用が 4 例から 7 例へ、10-2 はテイクの使用が
3 例から 4 例へと増えていた。 
 
３．２．３ NSの結果 
 NS の回答は以下の表 4 に示す。日本語母語話者で同じ大学の大学院生という条件でも、回答にか
なりのバリエーションがあることが分かる。問 1 でイクの回答以外に「集合」の回答が 4 例見られた
り、問 7 に「振る舞う」という回答が見られたりする例である。それでも、日本語学習者とは異なり、
NS6 の 1 例を除いて、イク・クルの方向性の混同はほとんど見られなかった 15。 
 
表 4 NS の調査結果 
 
問 1 問 2 問 3 問 4 問 5 問 6 問 7 問 8 問 9 問 10-1 問 10-2 
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学習者の認識の変化の 3 つの観点から考察を行う。また、2 回目の調査後に実施したインタビューの
内容から学習者の意識とイク・クルの学習の問題点、改善点についても考察する。16 
 
４.１ 本動詞の混同(問 1～4) 




 特に、正解がイクである問 1 では、1 回目はクルを用いた回答が見られなかったのに対し、2 回目で
                                                        
16 インタビューを実施したのは、NNS2、NNS6、NNS9、NNS12、NNS13、NNS15 の 6 名である。 




































４．２．１ 物理的空間移動（問 5～問 7） 
 前節で述べたように、今回のアンケート調査では全体的に補助動詞テイク・テクルの脱落の改善が
見られた。問 5 の「買ってくる」、問 6 の「呼んでくる」、問 7 の「作っていく」を用いる会話である
が、いずれも 1 回目の調査では「買う」「呼ぶ」「作る」などの本動詞だけで表現していた学習者が、2
回目の調査でテイク・テクルを用いていた。中でも問 6 では補助動詞テクルの使用自体は 1 回目と 2
回目とで 2 例から 10 例へと増えており、活用の誤りや文脈に合わない内容も含まれてはいるものの、
脱落の改善が顕著に現れた例であった。その他にも、問 5 に関しては、2 回目でテクルを用いた回答
が 5 例から 8 例へと増え、そのうち 4 例が 1 回目では「テクル」の脱落した回答であった。問 7 では
                                                        
17 問 1 では、ロシア語ではクルに相当する「прийти」を、中国語ではイクに相当する「去」を用い  
 ることが母語話者の内省から確認できた。 





確にできていたことからも、2 回目の実施時期も回答に影響を与えた要因の 1 つとして考えられる。 
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 本研究でも、NNS の 1 回目の調査では「送った」「電話をした」のような本動詞だけで表現する学
習者が多く、2 問とも補助動詞を使わない非用の誤用が見られた。しかし 2 回目の調査では、テクル

















かった一因であると考える。これについては NS の結果を見ても 22 名中 8 名から「作った」という回











なる。問 10-1 は過去から現在への段階的な変化を表すもので「なってきた、なってきている」、問 10-2
は現在から未来への変化を表すもので「なっていく」といった回答を期待していた。 
NNS の 1 回目の調査では状態を表す「なる」の使用は多かったが、テクルを使用した学習者は 4 名
で、問 10-2 でテイクを使用した学習者は 3 名のみであった。特に、問 10-1 の場合、段階的な状態の
変化とともに現時点での知覚の意味を含めて表す場合「～なってきた」と表現しなければならない。
NNS の 15 名の中で、「なってきた」と正確に表現できたのは 1 名のみであった。しかし、2 回目の調
査では、7 名が「なってきた」と表現することができ、テクルの使用のみならず正答も増えており、
著しい改善が見られた。問 10-2 の場合も 1 回目の調査では「なっていく」と表現できたのは 3 名だけ
であったが、2 回目の調査では 4 名と増えており、少しではあるが改善が見られた。「～てきた」の使
い方については、授業で知覚のテクルの用法とともに、認知したことを表す「た形」を丁寧に説明し
ており、その学習効果が見られたのではないかと思われる。問 10 の回答について、補助動詞を使用し








NS の回答には NNS 以上にばらつきが見られた。問 10-1 では「なってきた」が 6 名、「なってきて
いる」が 1 名で、テクルの表現を使った回答者は 7 名であった。10-2 では「なっていく」は 1 名のみ
で、推量の「なりそうだ」が 5 名、主観性表現の｢なると思う｣が 2 名、アスペクトの「なってしまう










４.３  文法項目イク・クルに関する学習者の認識 





  たら「あーわかりました」と。でも後、使う時ロシア語で考えるので、何か間違えます。今でも 
 （NNS2） 
 ・（授業で）スライドでもロシア語と英語で書いてありましたね。それ見て、よくわかりましたと思 
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  います。イメージが覚えています（NNS2） 
 ・（授業で）中国語と英語、日本語の違いを分析しました。面白いと思います（中略）これだけ覚え 
  てました（NNS9） 
 ・（問 5 について）これは中国語とはちょっと違います（中略）中国語で「我」私、「去」行く、 
  「買」買います。でも、あの、（話し手が発話時の場所に）帰るかどうか、クルかイクか、話すの 
  時が（中国語では）話せない。「我去買。」だけで（NNS12） 
 
 これらの発言からは、学習者にとってイク・クルが既習であり、母語にも類似の表現があることが







 ・あのー、前にちゃんと考えないとどうなっていく、わからなかった。だけど、今はもっともっと、   
  なんか速く考えられるみたいな感じでそんなに努力は必要ない（NNS6） 
 ・普通のイク・クル簡単だと思います。でもこの 2 つの言葉、組み合わせは、「買ってくる」とか「電 
  話をかけてくる」とか、（授業前は）あまりわかりません。今は言葉のセット、どういう状況で  
  使うのが、ちょっとわかります（NNS9） 
 ・今はコンビニでアルバイトをします（中略）そんな時が先生の授業が思い出す。（商品を客に）「持 
  っていく」言いますか？もし「持ってくる」、どっちがいいかな？（中略）あの授業が終わったら、 
  このイク・クルが勉強したら、あの、話すの時がちょっと考えます（中略）もし授業がやってな 
  いの時は全然（NNS12） 
 ・（1 回目のアンケートの時に比べて）今は話し手の立場について考えてきました（中略）前は、う 
  ん、簡単だと思ったのに、今は、なんか、そんなに簡単じゃないと思いました（NNS13） 
 ・だいたい大丈夫と思ったんですけど、今結果を見ると、やっぱり難しかった（中略）例えば 5 番 
  の、その「買ってくる」は、全然意味が大丈夫だから、全部そのような、思った。でも、やっぱ 










４.４  申し出の「ましょうか」の「ますか」化 




しかし、このように「ましょうか」のない回答は NS の回答にも同様に見られ、22 名中「ましょう
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資料 1 アンケート用紙 
 
J510-1A  アンケート       国：        名前： 






と し ょ か ん
にいるから。 
鈴木：うん。じゃあ 3 時に 図書館
と し ょ か ん
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資料 2 教育支援システム manaba のアンケート画面 
 
  
     
 
